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《人口と世帯》（平成28年６月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：130,725人
　　 （男：62,316人、女：68,409人）
　世帯数：48,674世帯

↑
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
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か
ら

↑
ホ
ー
ム
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こ
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ら
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ら

鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。

つるおかの写真で見る
隔月連載 今 昔

第４回 弁天島から、広がる日本海を望む 鼠ヶ関

▲現在はキャンプもできる

▲現在

▲鼠ヶ関海水浴場（昭和前期頃）

▲弁天島遠景（昭和前期頃）

　

新
潟
と
の
県
境
に
位
置
し
、
明
治
五

年
ま
で
関
所
が
置
か
れ
て
い
た
鼠
ヶ
関

地
区
。
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
四
年

六
月
、
著
名
な
詩
人
・
西
条
八
十
氏
が

訪
れ
た
際
、「
天
下
に
比
類
な
き
絶
景
」

と
そ
の
風
景
を
賞
賛
し
ま
し
た
。
ま
た
、

二
十
六
年
に
山
形
新
聞
社
が
実
施
し
た

「
観
光
や
ま
が
た
県
一
自
慢
投
票
」
で

は
、
山
寺
（
山
形
市
）
を
抑
え
て
一
位

を
獲
得
。
古
く
か
ら
名
勝
と
し
て
知
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
と
弁
天
島
が
陸
続
き
に
な
っ
た

の
は
二
十
年
代
後
半
。
二
十
五
年
に
鼠

ヶ
関
港
が
避
難
港
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
埋
立
地
の
造
成
が
進
め
ら
れ
、

現
在
の
よ
う
な
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
の
復
興
と
と
も
に
、
夏
の
娯
楽

と
し
て
海
水
浴
が
盛
ん
に
な
る
と
、
鼠

ヶ
関
海
水
浴
場
で
は
小
学
生
の
臨
海
学

校
な
ど
が
こ
ぞ
っ
て
行
わ
れ
、
た
く
さ

ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
九
年
に
は
弁
天
島

南
側
に
人
工
ビ
ー
チ
「
マ
リ
ン
パ
ー
ク

ね
ず
が
せ
き
」
が
完
成
。
シ
ー
ズ
ン
中
、

二
つ
の
海
水
浴
場
に
は
多
く
の
家
族
連

れ
な
ど
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

九
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
三
十
六
回

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
の
海
上

歓
迎
・
放
流
行
事
の
会
場
に
も
選
ば
れ

て
い
る
鼠
ヶ
関
。
弁
天
島
か
ら
、
広
が

る
日
本
海
を
望
む
風
情
あ
る
港
町
に
、

爽
や
か
な
潮
風
が
吹
き
抜
け
ま
す
。
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